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一

⑭

｢小さな国」の周囲との関係

58 Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
従
来
東
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
地
域
協
力
で
あ
り
、
着
実
に
協
力
・
統
合
を
深
化
さ
せ
て
き
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
は
域
内
で
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
し
、
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
・
統
合
に

お
い
て
も
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
厳
し
い
世
界
経
済
の
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
世
界
経
済
の
中
で
更

に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一
員
で
い
る
こ
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
、
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
（
清
水
一
史
）

石
川
幸
一
・
清
水
一
史
・
助
川
成
也
編
著
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
創
設
と
日
本
』
（
文
眞
堂
、
２
０
１
６
年
）
。

石
川
幸
一
・
清
水
一
史
・
助
川
成
也
編
著
『
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
東
ア
ジ
ア
』
（
文
眞
堂
、
２
０
２
２
年
）
。

清
水
一
史
・
田
村
慶
子
・
横
山
豪
史
編
著
『
現
代
東
南
ア
ジ
ア
政
治
入
門
（
改
訂
新
版
）
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
８
年
）
。

日
本
ア
セ
ァ
ン
セ
ン
タ
ー
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
情
報
マ
ッ
プ
』
（
言
冨
茎
老
君
三
．
尉
の
目
・
○
塁
で
言
言
で
‐
８
具
の
呂
畳
ｇ
量
醗
言
い
逗
尉
８
画
日
四
Ｆ

看
①
ケ
ー
つ
い
国
・
で
ユ
等
。

〈
参
考
文
献
〉

－

マレーシアとシンガポーール
★近親憎悪から有機的関係へ★－

分
離
・
独
立
か
ら
近
親
憎
悪
へ

マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
長
さ
蝸
畑
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
海
峡

（
ジ
ョ
ホ
ー
ル
水
道
と
も
言
う
）
に
か
か
る
２
本
の
陸
橋
（
コ
ー
ズ
ゥ
ェ
ィ
橘
と

第
２
リ
ン
ク
）
で
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
共
存
と
競
争
と
い
う
複
雑

な
関
係
に
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
輸
出
で
は

第
１
位
、
輸
入
で
は
第
２
位
の
重
要
な
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
中
国
に
次

ぐ
第
２
位
の
対
マ
レ
ー
シ
ア
投
資
国
で
も
あ
る
。
経
済
ば
か
り
で
は
な
く
、

戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
は
英
領
マ
ラ
ャ
と
し
て
一
体
で
あ
り
、

１
９
６
３
年
か
ら
２
年
間
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
ｌ
州
で
あ
っ

た
と
い
う
歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
親
戚
や
家
族
が
互
い
に
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
ま
た
、
と
も
に
マ
レ
ー

人
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
人
口
の
皿
％
）
、
華
人
同
布
％
）
、
イ
ン
ド
人
（
同
９
％
）

と
い
う
主
要
３
民
族
か
ら
な
る
国
家
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
住
む
マ

レ
ー
人
の
多
く
は
そ
の
ル
ー
ツ
を
マ
レ
ー
半
島
に
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
１
９
６
５
年
８
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
の
分
離
・
独
立
に
至
る
摩
擦
に
よ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
「
仮
想
敵
」
に
な
り
、
両
国
間
の
協
力
は
絶
望
的
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
関
係
が
好
転
す
る
の
は
１
９
７
０
年
代
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
米
中
和

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
１
Ｉ
１
Ｆ 。■
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を
運
ん
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
浄
化
し
て
使
う
た
め
の
、
も
う
１
本
は
浄
化
し
た
水
を
ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
運
ぶ
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
両
国
間
で
問
題
が
起
こ
る
と
マ
レ
ー
シ
ア
は
水
の
供
給
停
止
や
料
金
引
き
上
げ
を
示
唆
、
水
問
題

は
両
国
間
の
感
情
的
な
対
立
を
ま
す
ま
す
激
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
下
水
の
再
利
用
と
海
水
の
淡
水

化
の
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
水
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
対
立
ゆ
え
に
、
同
じ
歴
史
や
文
化
を
共
有
し
て
き
た
両
国
の
間
に
近
親
憎
悪
的
な
感
情
が
つ
く
ら
れ
て

い
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
主
に
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
形
成

、
Ｉ
、
、
〃
彦
吾
。

解
な
ど
の
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
団
結
と
協
力
を
深
化
さ
せ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
対
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
関
係
も
大
き
く

変
わ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
そ
の
後
、
両
国
間
で
基
本
的
な
信
頼
関
係
が
築
か
れ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
第
１
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
分
離
・
独
立
の
要
因
と
な
っ
た
「
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
」
（
参
照
第
９
章
）
を
め
ぐ

る
激
し
い
対
立
と
そ
の
わ
だ
か
ま
り
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ｌ
州
だ
っ
た
時
期
に
マ
レ
ー
シ
ア

の
国
家
原
理
で
あ
る
「
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
」
に
異
を
唱
え
、
特
定
の
民
族
に
対
す
る
優
遇
よ
り
も
、
も
っ
と
一
般
的

な
社
会
的
・
経
済
的
改
革
こ
そ
が
恵
ま
れ
な
い
人
々
を
援
助
す
る
基
本
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
独
立

直
後
に
掲
げ
た
「
多
文
化
主
義
」
や
「
能
力
主
義
社
会
」
は
、
「
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
」
と
は
異
な
る
統
合
価
値
を
示

そ
う
と
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
確
執
は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
１
９
９
６
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
初
代
首
相
だ
っ
た
リ
ー
・
ク
ア
ン

ュ
ー
は
再
統
合
の
可
能
性
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
「
も
し
マ
レ
ー
シ
ア
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
同
様
に
能
力
主
義
を
採
用

し
、
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
や
め
る
な
ら
、
再
統
合
は
あ
り
え
る
」
と
発
言
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
強
く
反
発
し
た
。

第
２
は
経
済
的
競
合
関
係
で
、
分
離
後
の
両
国
は
通
貨
や
航
空
会
社
、
証
券
取
引
所
な
ど
を
分
離
さ
せ
、
互
い
に
競
っ

た
。
た
だ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
分
離
・
独
立
直
後
か
ら
急
速
に
経
済
発
展
し
、
今
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ｌ
人
当
た
り
の

国
民
所
得
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
約
６
倍
と
な
っ
た
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
要
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
見
下
す
発
言
を
繰

り
返
し
、
経
済
的
競
合
は
感
情
的
な
対
立
に
も
つ
な
が
っ
た
。

第
３
は
水
間
題
で
あ
る
。
国
内
に
十
分
な
水
資
源
の
無
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
北
に
隣
接
す
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
水
に

依
存
し
て
き
た
。
コ
ー
ズ
ウ
ェ
ィ
橋
に
沿
っ
て
水
道
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
３
本
あ
り
、
２
本
は
ジ
ョ
ホ
ー
ル
か
ら
原
水

I 1
以令固竺

木生治氏）I

l
l さ

れ
た
こ
と
も
、
近
親
憎
悪
的
な
感
情
を
よ
り
強
め
た

新
た
な
る
関
係
へ

し
か
し
、
マ
ハ
テ
イ
ー
ル
・
モ
ハ
マ
ド
と
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
と

い
う
分
離
・
独
立
時
の
激
し
い
対
立
を
体
験
し
た
第
一
世
代
の
政
治

家
が
第
一
線
か
ら
退
い
た
２
０
０
０
年
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
友

好
関
係
が
描
築
さ
れ
始
め
た
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
投
資
が
減
少
す
る
不
安
も
、
両
国
関
係
の
強
化
を
後

押
し
し
た
。

両
国
の
関
係
が
良
好
に
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
も
顕
著
に
示
す
の

が
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
ろ
う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
土
面
積
の
３
倍
の
広
さ
を
持
つ
広
大
な
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ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
き
渡
り
、
両
国
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
た
２
０
２
２
年
４
月
１
日
、
よ
う
や
く
２
つ
の
陸

橋
の
交
通
制
限
が
完
全
に
解
除
さ
れ
、
解
除
か
ら
２
週
間
の
間
に
延
べ
１
２
０
万
人
が
陸
橋
を
渡
っ
て
両
国
間
を
行
き

交
っ
た
。
今
後
は
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
エ
事
の
着
工
な
ど
、
両
国
の
有
機
的

（
田
村
慶
子
）

関
係
の
深
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

イ
ス
ヵ
ン
ダ
ル
地
域
は
金
融
や
商
業
関
連
の
資
本
が
集
中
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
区
、
新
行
政
区
、
教
育
機
関
や
高
級
住
宅

の
集
中
区
、
港
湾
関
連
施
設
区
、
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
な
ど
５
つ
に
分
け
ら
れ
、
国
際
空
港
も
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
本
社
機
能
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
残
し
て
工
場
を
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
移
す
こ
と
を
企
業
に
奨
励
し
、

２
０
１
０
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
首
都
間
高
速
鉄
道
、
２
０
１
３
年
に
は
ジ
ョ
ホ
ー
ル
と
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
間
の
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
建
設
が
合
意
さ
れ
た
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
ヘ
の
民
間
投
資
は
勢
い
づ
き
、
両
国
は

よ
う
や
く
共
存
・
補
完
と
い
う
有
機
的
関
係
に
入
っ
た
。

た
だ
、
２
０
１
８
年
に
総
選
挙
で
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
率
い
る
野
党
連
合
が
勝
利
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
史
上
初
の

〈
参
考
文
献
〉

田
村
慶
子
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
基
礎
知
識
』
（
め
こ
ん
、
２
０
１
６
年
）
。

本
田
知
津
絵
『
対
マ
レ
ー
シ
ア
関
係
ｌ
紐
余
曲
折
の
２
国
関
係
」
（
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
た
め
の
開
章
〔
第
５
版
〕
』
（
明
石
書
店
、

２
０
２
１
年
）
。

2022年5月の第2リンクー交通制限解除直後
は大勢の人で混雑したが、現在は行き交う人は
まばらである（2022年5月22日、撮影：本田
智津絵）

政
権
交
代
が
実
現
し
、
再
び
首
相
と
な
っ
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
水
供

給
問
題
に
言
及
し
た
だ
け
で
な
く
、
多
額
の
債
務
を
理
由
に
首
都
間

高
速
鉄
道
と
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
凍
結
を
発
表
し
、
友
好
関
係
構

築
は
頓
挫
し
た
。
そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
権
内
対
立
が
深
刻
化
、

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
首
相
を
辞
任
、
ム
ヒ
デ
ィ
ン
・
ヤ
シ
ン
が
首
相
と

な
っ
た
。
首
都
間
高
速
鉄
道
は
２
０
２
０
年
末
に
正
式
に
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
再
開
す
る
こ
と
で
合
意
さ

れ
た
。
だ
が
、
９
く
苞
‐
ら
感
染
拡
大
は
両
国
の
友
好
関
係
へ
の
動
き

を
ま
た
停
止
さ
せ
た
。
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
感
染
対
策
に
追
わ
れ
、
感

染
前
は
１
日
約
俎
万
５
０
０
０
人
が
行
き
交
っ
て
い
た
２
つ
の
陸
橋

は
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

’


